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1 .はじめに

後藤信祐

古墳時代前期の士器研究は、古墳の出現期を理解する上で欠かせない要素であり、多くのシ

ンポジウムや論文が発表され、各地で編年案が示されている。しかし、出現期ということで前

期でも古い時期のほうへ議論は偏りがちである。一方、中期の土器研究に関しては、近年古式

須恵器との共伴からの編年案なども新たに示されているものの、本県では古い段階で須恵器は

共伴せず、前期からの流れのなかで捉えなければならない。また、本県では前段階の土器様相

があまり明確でないことから前期と中期の土器様相に大きなヒアタスが感じられる。

この時期をうめる土器群として、 8年前に発掘調査した花の木町遺跡が良好な資料を提示し

た。これらの土器群は当時、大形増・小形丸底柑・器台等の存在から、古墳時代前期の土器群

と考えられていたものの、高杯に関しては県内ではあまり知られていない中実柱状脚の高杯や

次期に盛行する脚部がラッパ状に聞く柱状高杯が共伴することから、栃木県内ではやや異質の

土器群と考えられがちで、共伴関係に疑問さえささやかれた。しかし、発掘調査の所見、各住

居跡出土土器の器種組成から古墳時代前期末のー集落の同一時期の土器群としてとらえ報告書

をまとめた(阿部後藤 1987)。

その後、発掘調査の増加に伴い、この時期の資料も充実してきている。特に、東北地方南部

では顕著であり、花の木町遺跡の土器群が関東地方の土器群と対比するうえで重要な資料とな

りうると考えられ、再度これらの土器群について検討してみた。

小稿ではまず、栃木県内のこれまでの古墳時代前期の土器研究の現状を把握する。次に花の

木町遺跡の報告時の概要を述べ、花の木町段階の設定を行う。そしてこれらの士器群と関連す
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る県内の遺跡を紹介し、近県の該期のト器様相について概観した後、本県の花の木町段階とそ

の前後の段階の上器様相について補足してみたい。

2.栃木県の古墳時代前期土器研究の現状

本県ではじめて古墳時代前期の集落を発掘し、前期の一括遺物の士器群を認識したのは、 19

7]年の真岡市井頭遺跡の発掘調奇である(大金 1973)。その後、発掘調査、県史編纂に伴い資料

が増加し、各遺跡の土器様相!に相違が認められるようになり、 ]970年代後半から80年代前半に

は段階医分が可能になってくる。

まず、 1979年の『宇都宮市史』第 l巻で山ノ井浩人は、 S字聾に代表される東海地方の影響

を受け、その様相を色濃く残している段階(谷近台遺跡2号住〉と全国的斉一性を示す段階(井

頭遺跡5医37号住・沢田遺跡・程島A遺跡〕の 2期に|ざ分合示した(111ノ井 1979)。

翌年、小森紀男は谷近台遺跡の位置付けを行うなかで、県内の古墳時代前期の土器を i期一

弥生末から古式土師器への移行期(谷近台遺跡・ i"j北原遺跡13号住等〉、 E期 小形丸底;階、器

台を中心とするセットの形成、 L器の汗~{ヒ(井頭遺跡・薬師キ南遺跡等)、 E 期 和泉期直前

の様相(向北原遺跡・初網遺跡・ IIJ王寺大析塚市墳〉の二=期に区分している。本論で中心的に

取り扱う E期については、南関東地)jの千葉県我孫子中学校校庭遺跡、東京都船田遺跡、埼玉

県下加南遺跡を念頭に入れたものと考えられるが、本県では良好なセット関係が把握される遺

跡はなかった(小森 1980)。

その後、橋本澄朗は1981年『栃木県史』通史編、同年宇都宮市で‘開催された日本考古学協会

秋の大会『シンポジウム 関東における古墳出現期の諸問題』、 1984年『古墳時代土器の研究』

で三回の編王子案を示している。県史では壷と高杯に注目し二期に区分し、 I期は谷近台遺跡2

号住、井頭遺跡5区37号住を、 E期は薬師年|封遺跡、石関遺跡を基準資料としている。しかし、

石関遺跡については高杯が当時、関東地JJでは類例がなく、異質なものであることから地域性

や遺跡の特殊性を指摘するにとどめている(橋本 1981)。同年のシンポジウムでは橋本を中心

とする県内の研究者により三期l天分が示されている。皿期に当時新資料で ~j唇部に刻みを施し、

南関東との関連をもっ斐が共伴する烏森遺跡、赤井戸・古ヶ谷式と類似する土器を伴出する伯

仲遺跡を位置付け、 W期に県史で i期とした谷近台遺跡咽井頭遺跡をあげ、古式土師器の器種

がほぼ出揃う段階とし、 V期を台什聾の減少傾向と、後半には器台が消滅するとし、薬師寺南

遺跡・柴工業団地内遺跡を基準資料としている(橋本 1988)01984年の『古墳時代士器の研究」

ではシンポジウムの編年をほぼ踏襲しているが、谷近台遺跡を一段階古くし、烏森遺跡・伯仲

遺跡との土器様相の差を地域差として捉えている(橋本 1984)。その後、本県では1981年のシ

ンポジウムの編年案が大方の支持を受けている。

-28 



ここでは、これまでの編年案に対し前期後半段階についてのみ問題点を指摘する。まず、段

階比定については各段階で着目する基準が異なっており、各器種ごとの段階変遷に不明瞭な点
(註1)

がし、くつかみられる。さらに、一住居跡の一括遺物の器種の欠落を補完関係で捉えるのか、出

現前、消滅後と捉えるのか、さらには地域差と捉えるかによって細部において多少の髄離が生

じてくる。器種の多いこの時期に関しては、集落内でのある程度の補完関係を考える必要があ

ろう。また、石関遺跡が1977年に発掘調査が実施され、 1979年に古墳時代前期の土器として報

告されているにも係わらず、その後の編年で殆ど用いられることがなかった(鈴木 1979)。こ

れは、県内では中実柱状脚の高杯が初出で、土師器研究が南関東・東海・近畿地方に向いてい

たことによるもので、この地方に類例がなかったためと考えられる。東北地方南部にも注目し

ていれば、本県の前期末の基準資料となりえたで、あろう。

その後、最近まで目立った編年案は示されていないが、赤羽根遺跡(岩淵 1984)・伯仲遺跡

(藤田 1984)・烏森遺跡(田代 1986)の報告書において、各遺跡の出土土器の位置付けが詳細な

分析により行われている。また平 ‘ 
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成2年と 4年に当事業団と福島県 弘
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文化財センターとの定例協議会に

おいて古墳時代前期の土器が集成

され、古墳時代分科会のメンバー

により本県の三期編年案が示され

ているが、これが現在の県内にお

ける古墳時代前期編年の到達点と

言えよう(財団法人栃木県文化振

興事業団・財団法人福島県文化セ

ンター 1990)。

3.花の木町遺跡の概要

花の木町遺跡は宇都宮市西川田

町字花の木に所在し、栃木県立子

ども総合科学館の建設に伴い昭和

59年度に栃木県教育委員会から委

託を受け当事業団が実施した。時

間的制約から十分な調査が出来な

かったが、古墳時代の竪穴住居跡
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第 1図 花の木町遺跡遺構配置図
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8軒、 上坑3基、溝 1条などをど発見した(第 l凶〕。

これらの遺構のうち、 SI-01、SD-Ol周辺については未調査のため不明な点が多いが、その他

の住肘跡・ l坑については、 トレンチ調作ーではあるが、遺構相互に重複関係が認められず一定

の距離を有すること、住肘跡はすべて火災住討であること、覆土の多くには京IHかL、白色粒了

(火山灰か〉を含む同居が 1層レンズ状にi社罰しており、その他の層についても近似しているこ

といることなどから、山側に比!白J'fcl~ 1. 5mの沖積地が広がる沖積γi の低位段|壬との縁辺部

に立地する束両約60m、南北約90mの一つの完結した単位集落と考えた。

出土」器については、査・小形丸)氏井t.器台・高杯・腕・有孔鉢・斐などがあり、そのほと
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第3図花の木町遺跡出土土器(司
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んどが白色粒子を含む間層より下からの出土である。全ての器種が揃っている住居跡はSI-07

のみであるが(第2""'4図〉、器種の欠落している住居跡についても各住居跡ごとの器種組成を

分析していくと、住居間に補完関係が成立し、ほぼ同一時期のものと考えた。また、高杯など

同一器種でも異なる類型の土器が同一住居内の床面直上や同一層中から出土している例がし、く

つかみられるが、それまでの編年の先入観にとらわれず、出土状況から同一時期(廃棄時にお
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〈註3)

ける〉の遺物として捉えた。
(註4)

そして各器種について、県内、近県の類例と共伴関係の比較検討をおこない、

1 .壷はいずれも前期の範障で捉えられるが、後出的傾向が窺えるものが少なくなく、複合口

縁壷、直口壷が多いことが注目される。

2.小形丸底柑は体部のへラナデ、へラケズリが目立ち、ヘラミガキが粗雑なものや体部が球

形に近いものなど後出的傾向が窺える。

3.器台は出土点数が少なく粗製品が目立つ。唯一の精製品についても、くびれ部にしまりが

なく退化的である。

4.高杯は東北地方塩釜期の編年で最終段階に位置付けられる中実柱状脚のものと、次期に盛

行する粘土紐巻き上げによりラッパ状に聞く柱状脚の高杯が共伴する。

5.聾はS字華、単口j縁台付聾を若干含むが、単口縁で「く」の字に外反する平底の塞が主体

で、胴部上半にハケメが残り、下半をへラ整形するもの、全面へラ整形のものが多く、次期

様相の撃が出現する。

などの特徴を指摘した。そして、古墳時代前期の器種をすべて有しているものの、各器種に後

出的傾向がみとめられ、高杯・聾については次期様相が窺えることから、前期と中期の過渡的

段階と考え、前期の最終段階に位置付けた。この位置付けに関しては、今も大きな変更は考え

ていない。

4.花の木町段階の設定と県内の関連遺跡

前章で花の木町遺跡の発掘調査の所見、器種組成の分析などから住居間の補完関係が成立す

る可能性について述べた。ここではまず、本県の前期最終段階として花の木町遺跡出土の土器

群を基準に花の木町段階を設定し、県内のこの段階とその前後の遺跡の土器についてみていき

たい。なお、出土した土器の全てを型式分類し説明することは、かえって煩雑となるため、主

体的な型式、セット組成において必要な型式のみ説明していく(第15図参照〕。

<花の木町段階>

壷 二重口縁壷、複合口縁壷、直口査(所謂大形増〉がある。三重口縁壷は口縁部が頭部から外

傾してたちあがり、三重口縁との段が内外面とも明瞭なもの(A)と内面の段が明瞭で、なく、外

面を突出させて段を強調するもの(B)がある。

複合口縁壷は頚部のしまりが全体的に弱く、口縁は直立ぎみに外反してたちあがり複合口縁

部で強く外反するものが多く、胴部は球形に近く整形がハケメとへラミガキのもの(A)と胴部

が長胴化し整形がへラナデ・ナデによるもの(B)がある。

直口壷は球形の胴部から胴高とほぼ等しい口縁部が直線的ないしは内脅ぎみに聞き底部が丸
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底ないしは凹底のもの(A)と胴部が偏平球を呈し、底部がへラケズリによりっくりだされてい

るもの(B)がある。なお、 A類は頭部のしまりが強いものは1)と頭部のしまりが弱L、ものは2)

がある。このほか、単口縁の壷が組成に加わる。

小形丸底土甘 体部最大径が頭部ないしは体部上半にあり半球形を呈するもので、口径が器高お

よび体部最大径を上まわるもの(A)と頚部がしまり体部最大径をほぼ中位にもち球形を呈する

もの(B)がある。全体的にA類に比べB類の整形は粗雑である。

器台 器受部は浅くやや内需ぎみに聞き、しまりの弱し、括れ部から脚部がスカート状に緩やか

に広がるもの(A)と器受部径と脚部径がほぼ同じで iXJ字状を呈するもの(B)、台付聾の合

部を思わせるもの(C)がある。 B、C類は厚手で整形が粗雑である。なお、この段階のセット

における器台の占める割合は低い。

高杯 脚部に注目すると、大きくは棒状脚(A)とラッパ状に開く脚(B)の二つに分類できるが、

細部において更に二分する。 A類、は脚部が中実柱状で、裾部が稜を有し円錐状に聞くもの(Al)

と中実柱状の脚部をくり抜いたものは2)で、後者は脚部上部より下部が若干太くなり裾部は稜

を有し円錐状に聞くものが多い。またB類についても、脚部上半は中実柱状で、下半は粘土紐

巻き上げによりラッパ状に聞くもの(B1)と脚部がラッパ状に開き、内面に粘土紐巻き上げ、痕を

残すもの(B2)がある。裾部は前者が稜をもたずに軽く開き、後者は稜をもって短く開く。なお

脚部は不明であるが、杯部下端に突出した稜を有し、口縁部が大きく外反するもの(C)がある。

椀 体部が偏平な半球形を呈するもので、口縁部は短く外反する。内面の稜は強いが外面は弱

い。この段階の組成率は低い。

有孔鉢複合口縁の鉢形を呈するもので単孔のものである。組成率は低い。

聾 「く」の字に開く単口縁平底の聾がほとんどで、胴部全面がハケ整形のもの、胴 t半ハケ

整形で下半ヘラ整形のもの、胴部全面へラ整形のものがある。全体的には後二者の占める割合

が高い。このほか、 S字輩、ハケメの消失した単口縁台付護もも存在するが、組成率は低い。

以上が、花の木町段階の各器種の概要であるが、つぎに県内の該期の遺跡と土器についてみ

ていきたい(第5図〉。なお、ここでは最も敏感に形態変化をする高杯と小形丸底増の共伴に注

目し、東海系の高杯消滅後の柱状脚の高杯の出現段階を主にあっかう。

(1) 大森遺跡(那須郡小川町三輪)

那珂川の支流、権津川の右岸段丘上に立地する。県教委が発掘調査した仲町遺跡、町教委が

発掘調査した三輪仲町遺跡とは同一集落と考えられ、前者からは古墳時代前期の土師器数点、

後者からは方形周溝墓がl基発見されている。昭和57年、小川中学校社会部の実習を兼ねて発

掘調査が実施され、該期の住居跡1軒が、平安時代の住居跡と入れ子の状態で発見された。遺

物は北東コーナーの貯蔵穴から壷・小形丸底地・高杯・斐が纏まって出土している。高杯と小
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(注5) 

形丸底土甘はほぼ完形で、それぞれ裾部に稜を有さないA1類とA類の範時でとらえられるもので

ある(青木 1986)。

(2) 神田城南遺跡(那須郡小川町三輪)

大森遺跡の南700mに位置し、同じ段丘上に立地する。昭和42年、開田工事に先立ち発掘調査

が実施され、古墳時代の竪穴住居跡5軒を検出した。未発表資料であるが、花の木町遺跡報告

書作成時に岩崎卓也先生からご教示を得た。該期の住居は3号住居跡 1軒のみで、杯部は欠損

し不明であるが、細い中実柱状部から稜をもたずに円錐状に裾部が聞き円孔を有する高杯と、

小形丸底増A類4点、下端に稜をもっ高杯杯部、椀、複合口縁の有孔鉢などが出土している(小

川町 1991)。

(3) 石関遺跡(矢板市石関字彦左ヱ門山〉

荒川の支流によって開析された台地の先端部に立地し、縄文時代の住居跡2軒、古墳時代前

期の方形周溝墓 l基、同中期の住居跡4軒、同後期の住居跡2軒が発見されている。該期の方

形周溝墓は、高さ1.8mのマウンドを有し、周溝を含めた規模は南北17.8m、東西20.5mであ

る。周溝からは破片のみであるが、周溝南側外縁の中央部から総数47個の壷・聾・高杯・有孔

鉢・小形丸底堵などが密集して出土しており、周溝墓に伴う供献用土器と捉えられている。高

杯は杯部を欠損するA1類と C類の杯部や小形丸底土甘を思わせる杯部が付くA2類が出土している。

小形丸底地はA、B両類が出土している。このほか、二重口縁壷・複合口縁査・直口壷や有孔

鉢、単口縁の重などが共伴している(鈴木他 1979)。

(4) 砂部遺跡〔塩谷郡高根沢町大字太田宇砂部〉

五行川低地の徴高地上に立地し、中期を中心とした古墳時代の竪穴住居跡52軒、平安時代の

竪穴住居跡78軒、掘立柱建物跡51棟が発見されている。高杯B2類と小形丸底増B類の共伴資料

として、 SI-255、285、436、439などがある。二重口縁壷B類・複合口縁壷・口縁の短い直口壷

・有孔鉢・単口縁平底聾等が共伴する(藤田 1990)。

(5) 権現山北遺跡(宇都宮市茂原町字花欠〉

宇都宮市域の南端、田川の西岸を南北にのびる台地の東縁部に立地する。 1977年、開田工事

に先立つて発掘調査が実施され、古墳時代の住居跡18軒が発見された。該期の住居跡は8号住

居跡で高杯B2類と小形丸底土甘B類・器台A類・椀・ S宇撃が出土している(久保 1979)。

(6) 程島A遺跡(芳賀郡二宮町程島〉

鬼怒川と五行川に挟まれた宝積寺台地が南北に走る緩斜面にあり、台地の末端部に位置する。

図示した土器は畑地耕作時に出土したものであるが、発見者の話から一括遺物として紹介され

ている。この中に、高杯A1類と口縁が短L、小形丸底土甘A類がある。他に、頚部が筒状で口縁部

内面に緩やかな段をもっ二重口縁壷・直口壷・複合口縁甑・短く円錐状に聞く高杯脚部・単口
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縁の護・台付護が紹介されている(山ノ井 1974)。

(7) 西山遺跡(小山市大字中久喜字西山〉

江川!とその支流の小河川によって開析された南北に長い台地の縁辺に立地し、弥生時代後期

l軒、古墳時代前期6軒、同中期8軒、奈良時代4軒の住居跡が発見されている。該期のもの

は高杯でみる限り、 9号と10号住居祉の 2軒である。 9号住居社では杯部を欠くが高杯A1類と

小形丸底土甘A類、複合口縁壷が出土している。また、 10号住居社からはやはり杯部を欠くが裾

端部が反り返る高杯A1類が2点出土している〔秋山 1988)。

(8) 赤羽根遺跡(下都賀郡岩舟町静和〉

渡良瀬川左岸の洪積台地上に立地し、古墳時代前期中葉から後期初頭の住居跡117軒が発見

されている。前期の住居跡からは高杯と小形丸底土甘の良好なセット関係を示す資料はないが、

高杯B2類と小形柑B類の共伴するものは23・33・34・38号住居跡をはじめ、良好な資料が多い。

また、高杯B2類でも脚部が棒状となるものが少なくなく、裾部の広がりが大きいことが注目さ

れる(岩淵 1984)。

以上、高杯と小形丸底増の共伴する該期の 8遺跡に説明してきたが、他にも多くの遺跡・遺

構が存在すると思われる。しかし、この段階における県内の高杯の出土が意外に少なく、その

他の器種についても補完関係を説明するには不十分なものが多く、細かな段階比定を困難にし
(注6) 

ているのが現状である。

5.近県における該期土器の様相

前章で、県内の前期後半から中期初頭段階と考えられる遺跡の高杯と小形丸底柑の共伴関係

の明らかな事例についてみてきたが、本県のみではこの共伴関係を確固たるものにするには資

料に乏しい。そこで、該期の近県の土器様相について高杯を中心に概観し、補強したい。

関東地方北西部(第6・7図〕

群馬県及び埼玉県北西部をさす。該期の遺跡として群馬県では石田川遺跡(松島 1968)、荒

砥五反田遺跡B-5住(井上 1978)、天ヶ堤遺跡7号社、上滝遺跡 l号住(佐藤 1981)、鈴ノ官

遺跡48号住(田口 1978)、堀ノ内遺跡27号住(荒巻 1982)、埼玉県では後張遺跡166、177号住(立

石 1983)や白草遺跡3、15号住(磯崎 1992)などがある。石田川、荒砥五反田、天ヶ堤遺跡の

高杯は脚部上半が中実柱状で荒砥五反田では、前段階の影響の残る高杯と共伴している。上滝、

鈴ノ宮、堀ノ内、後張166住、白草15号住の高杯は花の木町遺跡に較べると脚部がやや細めのB

2類で白草15号住以外では護はS字塞が主体である。また、後張遺跡177号住では徴妙な形態差

はあるが高杯A、B、C類が存在し、小形丸底土甘A、B類、やや長脚の器台A類、 S字聾等と

共伴している。
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関東地方南部(第8・9図〉

神奈川県、東京都、埼玉県南東部、千葉県西部をさす。神奈川県では内原遺跡E-16、18号

住等〔西川 1982)、東京都では世田谷区総合運動場遺跡10、11、16号住〔桜井 1974)、埼玉県で

は中里前原11号住(福田 1981)、大山遺跡12、18号住等〔今泉 1979)、下加南遺跡4、7号住(大

宮市役所 1968)、千葉県では千代田遺跡28号住(四街道町 1972)、土宇遺跡43、66号住(村山 1

979)などがあげられる。内原E-18号住の高杯は広義にはA2類に属するが円孔を有し脚中位

から稜をもたず、に円錐状に裾が広がる点で、異なる。裾部が大きく広がるやや吉相の高杯と共伴

する。この地域の主体となる高杯は内原16号住、世田谷区総合運動10、16号住、中里前原、大

日J
三孟/
唱デモ車7

堀ノ内GH-27号住

第 6図関東地方西部(1)
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後張177号住

関東地方西部(2)

山、下加南、土宇43号住等のA2類である。また、世田谷区総合運動場遺跡11号住、千代田遺跡

で高杯B2類と小形丸底増A類が、士宇43号住では高杯A2類とB2類、 iXJ字状器台が共伴してい

る。

関東地方東部(第10・11図)

千葉県東部及び茨城県をさす。千葉県では我孫子中学校校庭遺跡1号住等(田村 1969)、江

原台遺跡126号住(田村 1979)、公津原Loc39遺跡005号住、 Loc40遺跡019B号住等(天野 1981)、

茨城県では佐白塚古墳(斉藤 1979)、木滝台遺跡044-c区、桜山古墳A地点 1号住(田口 1978)、

沖餅遺跡7、8号住(渡辺 1980)、武田遺跡26号住(白石 1992)東中根遺跡H1、2号住(鈴木

1982)、山崎遺跡2、4号住等(井上 1990)があげられる。この地域では高杯A1類は公津原、

桜山古墳A地点l号住、山崎遺跡で出土しているが、那珂川の北に位置する山崎遺跡で纏まっ
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て出上している以外はいずれも単点である。 A2類は我孫子中学校校庭、公津!示、沖餅、山崎遺

跡等で、出土しているが、脚ト部が I位に較べ太いものが多く、 B2類に近似するものも存存する。

高杯B2類は江原台、佐白塚古墳、桜山古墳 1~-柱、武田、東中根、山崎遺跡等で出土している。

これら 3類の高杯を出土するのは山崎遺跡のみであるが、 A1類とB2類の共伴は桜山古墳A地点

l号柱、束中根遺跡Hl号住でみられる。また、本滝台遺跡044-C区では内原E-18号i-i:に類似

した高杯が出ししているが、東海系の高杯と共伴している。

東北地方南部(第12・13閃)

福島県及び77?城県、山形県の南部の地域をさす。福島県では樋渡台畑遺跡(吉山 1990)、宮田

A遺跡 1号周溝(柳沼 1985)、内宿遺跡(樫村 1982)、龍門主:遺跡7弓時穴等〔康問 1985)、朝日

長者遺跡78、102号住(1.、わき IIi1981)、巾山遺跡(石本 安田 1991)、宮城県では今熊野遺跡15

5住(丹羽 1985)、山前遺跡大溝〔小牛山田J1976)、留沼遺跡(手塚 1981)、西野田遺跡〔丹羽 l

万九
て弓71

長プ|叱E7

山17
1tlI1--f 
どよら I/ 主出ふ

10号作

内原E地区16号it

11ワ(t
世間谷総合運動場16号担

第 81父| 関東地点南部(1)
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第9図関東地方南部(2)

974)、清水遺跡(丹羽 1981)、山形県では下槙遺跡6号住(長橋 1981)等があげられる。この時

期、主体となる高杯はA類で、特にA1類が目につく。器台の組成率は関東地方に較べると高い

ようで、会津地方では高杯A類と同様の器台が多く存在する。また聾は「く」の字口縁の平底の

ものが主体であるが、会津地方では北陸地方の特色をもっ聾が組成に加わる。 B類については、

B1類が宮城県越田遺跡(志間 1976)、清水遺跡、福島県南原遺跡(小滝 1971)で発見されている

が共伴関係は明らかでない。 B2類は龍門寺、西野田遺跡で脚部破片が認められる程度である。

また、今熊野遺跡15号住、清水遺跡包含層W層、宮田A遺跡等の裾部が稜をもたずに広がるも

のは丹羽氏の言われるように、 A1類より一段階古い可能性が高いが、裾部の広がりが小さいも

のは中山 l号溝のようにA1類と共伴しているものもある。

以上、隣県各地域の古墳時代前期後半段階の土器様相について高杯を中心に概観してみたが、

高杯の各分類にしたがし、分布と共伴関係について若干の補足をおこなう。
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山崎25号住 町
山崎32号住

第11図関東地方東部(2)

まず、高杯Al類を主体とする遺跡は山形県下損遺跡、宮城県留沼遺跡・西野田遺跡、福島県

樋渡台畑遺跡・中山遺跡・内宿遺跡・朝日長者遺跡・茨域県山崎遺跡など、東北地方南部から

関東地方北東部に分布の中心ををもっ。この地方以南では埼玉県後張遺跡、千葉県公津原Loc3

9遺跡等で散見できる程度で客体的な存在である。

高杯A2類については、東北地方南部から関東地方北東部・南部に分布し、福島県樋渡台畑遺

跡・龍門寺・茨城県山崎遺跡ではやや纏まって出土している。 Al類に較べ分布が若干南に寄る

が、関東南半のものは脚部の太いB2類の形態に近いものもみられる。

-43一



1同

車住戸、で、
¥

雪
|

ヰヰ
マ

回
1

単「、
J

掠



予防
どト

野

品

マ

叫

す
事
ヲ
智
一
五

電ヨ寄

よム [JfA 
日臥
1
/
/
/
/
 

西野田10号住

下損6号住

第13図東北地方南部(2)

高杯B1類は高杯A1類とB2類の折衷形態と考えられるものであるが、管見では宮城県越田遺跡、

田町裏遺跡(志間 1976)、清水遺跡、福島県南原遺跡ぐらいしか知らない。丹羽氏によると清水

遺跡のものは塩釜式の第E段階に位置付けられている(丹羽 1985)。

高杯B2類については、まず小形丸底土甘A類との共伴についてみてみると、群馬県上滝遺跡 1

号住、堀ノ内遺跡27号住でS字聾と東京都世田谷区立総合運動場遺跡11号住で単口縁台付聾と、

千葉県土宇遺跡66号住、千代田遺跡28号住、江原台遺跡128号住で単口縁斐や器台と、埼玉県後
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張遺跡177、179、180弓住で複{;-rl縁、二重υ縁宜、 S'Y悲や単|寸縁斐、 i向日告、器147等と茨城県

佐1]塚Ilj墳では一室口絃帝と I白杯82類に類似した器台等とIH土しており、関東地)jで、は自ij期最

終段附に確実にこの形態の高杯が出現してし、る。さらに山に日を向けると、長野県利川条里遺

跡(占木 1992)、愛知県山北出遺跡前日(浅野 1971)竿でこの共伴が認められる。しかし、東北

地みにおいては、福島県龍門寺遺跡7号住、 77T城県山野田遺跡 3目性でこの共伴が認められる

が、いずれも高杯は脚部破片であり、良好な資料に乏しい。

a方、高杯D2類と小形メL底土甘B類の共nについては、一段階新しい中期になって関東地)Jで
は皆遍的に認められるようになり、セットにおけるこれらの探科の割介も高くなる。東北地)j

についても、 ;信帝福言骨肩¥島県龍門1寺2遺助跡、5弓f性下九、 人

認めらわれJるが、高折、脚部の)ムがりは関東地方のものに比べ大きい。

I白J ，jYf~C類は、本県では小川町谷川遺跡(大金 1968)、宇都宮I)i権現IJI北遺跡、岩}Ij田j亦羽根遺

跡などIjI J9lになって感訂するようであるが、花の木11fT遺跡ほど1，千百1ST端が突出しないものは矢

板門jl' î関遺跡および埼 ld~後張遺跡177号仕、茨城県武田遺跡25 弓性(白石 1992) 等で出士し

ている。

つぎ、に、高杯の各類7刊の共伴についてふれておく。 l出杯/¥1類と/¥2知の共作については福島県

樋渡介畑遺跡、巾山遺跡、茨域県111崎遺跡など東北南部~北関東東部で比較的多くみられる。

高杯/¥1類と82類の共伴については茨城県桜山占墳A地点 1号住、 I1jU時遺跡4号住、埼主Jf;J，後長

遺跡177~1+などでみられる程度であるが、|可類型の高杯の分布J或の重なる北関東北東部でこ

のJC伴の増加が待たれる。

以 L 花の木田j遺跡出十ーの1高杯の分知に従い、近県のl白杯について地域'VI在中心にかし、つま

んで述べてきたが、各地域の様相がXi下変質しながらもこれらの両杯が化の木町遺跡で共作し

でも不思議ではないことが切らかとなった。この他の器種についても、器台、護士主に地域ffが

認められるが、第141苅に大雑但ではあるが地域性をボし、ここでは省略する。

6.栃木県の該期土器様相

前卒で前期最終段階の近県の土器様相についてみてきたが、これらを与慮しながら本県のこ

の段階の十器をみていきたい。

まず、花の木町遺跡の土器併を前j切最終段階に位置付ける。最も共1-t関係に疑問のもたれた

高杯A、B類のJu-tについては、木県ではまだ確認されていないが、隣県では数例確認されて
おり、また高杯B虹iがこの段階に出現していたことは、関点地)J北凶部の共伴事例等で明らか

となった。この段階の県内の遺跡としては、両杯/¥1類を主体とする;w閃遺跡)j形間前墓前庭部

の I掠群、岡山遺跡 9，10 ~仕があげられよう。科島A遺跡についても発掘調査資料ではない
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第14図 関東・東北地方南部における古墳時代前期最終段階の士器の地域差

が、ほぼこの段階で大過ないと考える。一方、高杯B2類を出土するこの段階の遺跡としては権

現山北遺跡8号住が考えられる。

次に、花の木町段階の前段階については、高杯でみると、近県の事例でみる限り、内原遺跡、

木滝台遺跡、宮田A遺跡、今熊野遺跡等で出土しているような柱実柱状の脚部から稜を持たず

に裾部が広がる神田城南遺跡3号住が相当するものと考えられる。大森遺跡1号住については、

裾部が稜を持たずに聞き、花の木町遺跡の高杯にこの類例が無いことから花の木町段階より若

干古い段階とも考えられるが、裾部の聞きが小さく、中山遺跡でA1類の高杯と共伴しており、
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花の木町段階まで残る可能性も十分考えられる。このほか、高杯の資料が良好ではないが、他

の器種について比較検討していくと市貝町久保遺跡(田代 1992)や岩舟町赤羽根遺跡にこの

段階の遺構が存在するものと考える。

花の木町段階の次の段階については、高杯A1、A2類、小形丸底土甘A類が消誠し、高杯B類と

小形丸底土甘B類が共伴する段階で、砂部遺跡Sト255、436や赤羽根遺跡のE期がこの段階に相

当するものと考える。この段階の高杯B類はセットにおける高杯の割合が高くなると同時に、

脚部や裾部にバラエティーが認められるようになる。

なお、。花の木町段階を中心に器種の消長を示すと、ほぼ第15図のようになる。

7.おわりに

これまでに、花の木町段階の設定を軸に、この前後の時期の土器様相について高杯と小型丸

底柑の共伴から近県の土器様相を援用しながら本県についてみてきた。また、花の木町遺跡で

は高杯A1類とB1、B2類との共伴がSト07、09でみられるが、近県では中実柱状のA1類は東北地方

南部に分布の中心をもち関東地方では客体的な分布を示す。一方、高杯B2類と小型丸底増A類

の共伴は東北地方では不明であるが、関東地方ではそれほど珍しいことではない。花の木町遺

跡でみられる高杯A類とB類の共伴は、本遺跡のほか埼玉・茨城の両県で散見できるのみであ

るが、北関東とし、う地域であればこその共伴であり、この事実が関東地方と東北地方の両地域

の編年の並行関係を考えるうえで、重要な鍵を握っていることは明らかである。

花の木町遺跡出土の土器をみていくと、高杯はいずれも近畿地方にその系譜が求められるも

のであり、本県でそれまで影響の強かった東海系のものはS字輩と壷の一部にその残影がみら
(註8)

れる程度である。この段階は本県ではまだ資料が充実しておらず、認識も不十分であるが、従

来大きな画期があるとされていた和泉期の一段階前に東海系土器の払拭、畿内系土器への転換

が行われていたものと考えられる。この時期、集落については東北地方南部で、遺跡の増加がみ

られる程度で大きな変化はみられないが、この時代の象徴ともいえる古墳においては、岩崎卓

也が「四世紀末にはじまる東日本における土器の変化はそれまでの東海地方からの勢力を介し

ての間接的接触から、直接的なそれへの転換を意味するかとも思える。もしそうであるなら埋

葬施設にみる中央への合一化も、東北地方への古墳分布の拡大もまた、相互に関連しあう、ひ

と続きの出来事だった公算が大きくなる。…………王権中枢とはひと味異なる個性をとど、めた

東日本の諸地域も、一部を除いて四世紀末には、王権中枢の直接的な影響下に組みこまれたと

も読みとれるのである。割竹形木棺と粘土榔の波及、そして東北地方への古墳分布の拡大は、

まさしくこの段階における現象であった。」と指摘するように大きな画期が認められるのであ

る〈岩崎 1989)。
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小稿は、本県であまり明確ではなかった古墳時代前期最終段階の十器様相について花の木町

遺跡の資料を中心に指摘してみた。高杯A、B類の共伴に関しては、まだ資料が不足しており

問題も残るが、多くの方々の御叱正、御批判をいただければ幸いである。

最後に、鏑木原広、小森紀男、今平利幸、真保昌弘、山代降、藤岡典夫、橋本澄朗をはじめ

多くの方々に御助百・御指導を賜った。記して謝意を表したい。

(1993年 3月12口稿了〉

(註〉

1 .メルクマールとなる器種が段階ごとに異なって、その他の器種について説明が省かれてい

ると、その器種を欠落した一括資料は段階比定が閑難になる場合が少なくない。各器種につ

いて、型式変化・消長をある程度示しておく必要があろう。

2.遺跡の立地等からも、 }一屋を失った遺構の埋没は長期にわたったとは考えられず、各住居

跡には継続期間の差はあるものの、廃絶fLJ期に関しては大きな時期差は無かったものと考え

る。

3. これまでの細年観からすると、 S[-08は|臼杯に注目して他の性問跡出1:の上器群より新相

とも考えられようが、補完関係等から同一時期と与えてさしっかえないと考えた。

4.報告書では紙数等の関係から他遺跡の比較資料を|刈示できず、大変理解しにくい分析に

なってしまったことも本稿をおこす理由のひとつであった。

5.昨年、小川町教育委員会で発掘調査したト宿遺跡の住民跡から、大森遺跡 1~住と同様の

高杯が粗製の器介、単口縁でナデ整形の台付輩や平)氏霊とHLL:している。真保昌弘氏の御好

意により大森遺跡・神田域IrJ遺跡とともに実見させていただいた。

6. I肯杯A1類については市貝町久保遺跡S[-1l5(歴史時代住討〉からも出十しているが、高杯と

小形丸底土甘の共伴を示す良好な資料に乏しい。しかし、前期の24軒の住居の大子一は後半段階

のものであろう。また、高杯B2類と小形丸底土甘B類が共伴する住民は他にもあるが、共伴関

係の不明なもの、より新相を示すものはここでは省いた。

7.表採資料ではあるが、宵城県越同遺跡で高杯A1類とB1類の共伴が指摘されている。東北地

方南部ではこの時期の発掘調奄が増加しているものの、この共作はまだ小明な点が多い。

8.高杯B2類に関しては、東海道・東山道からの波及ルートが考えられるが、 I白杯A類に関し

ては、前段階の高杯からの型式変化や北陸地ノら会との関連なども含めて与えていかなければな

らない。
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